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神田神保町における古書店街と教育機関の変遷 
―不完全情報による時空間表現手法の検討― 
 
TRANSITION OF BOOKSTORES AND COLLEGES DISTRIBUTION IN KANDA JIMBOCHO THROUGH 
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Kanda Jimbocho is the largest historical bookstore district in Japan, which has developed with the 
surrounding colleges. The history of the area is not easy to understand because it has experienced various 
social and economic changes since 1860's. The purpose of this study is to clarify the transition and relation 
of distribution of bookstores and colleges using incomplete data. The visualization of the spatial distribution 
of bookstores and colleges and chronological change of them clarified the following points: 1) Bookstores 
were located near colleges. 2) Since 1970’s, the relationship between bookstores and colleges has diluted. 
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１． 序論 
（１）研究背景・目的 
神田神保町は，約 150もの古書店が集積する大規模な
古書店街であると同時に，周辺には私立大学など多くの
教育機関が立地する街である．様々な史料の中に散在し
ている地域史の知見を参照すると，神田神保町は幕末の
官立学校の設置をきっかけに武家地から古書店街へと変
貌を遂げ 1），明治初期には私立法律学校が相次いで創立
2）したことから，神田神保町を訪れる学生の数も増えて
いったことがわかる．さらに，明治から大正にかけて度々
起きた大火 3），明治 21年の東京市区改正条例による道路
拡幅事業 4），大正 12 年の関東大震災 5），昭和 20 年の東
京大空襲 6）などを経ても，その特異性が失われることは
なかった． 
時代とともに変容する地域史の知見を蓄積し，理解・
共有していくことは，地域に対する愛着や誇りに繋がり，
今後のまちづくりや海外に文化を発信する際の一助にも
なると考える． 
しかし，史料からは短時間のうちに地域史の概要を把
握することが難しい．また，史料には位置や時期を正確
に把握するには不十分な情報（以下，不完全情報という）
が多く含まれているため，教育機関とともに発展してき
た古書店街の地理的実態の全容を把握することは難しい
という現状がある． 
古書店の発展過程と教育機関の配置の変遷を同時に表
現することができれば，神保町の成立はより明確になる
と考える．ただしその際には，歴史的な情報の大部分を
なすあいまいさを含む不完全情報を除外することなく取
り入れることが地域史を把握する上では重要であると考
える． 
本研究では神田神保町を対象に，以下の 2点を目的と
する． 
① 古書店および教育機関の配置の変遷とその関係性
を明らかにする 
② 古書店および教育機関の位置，創業および創立年に
関する不完全情報をデータから除外することなく
地域史を表現する 
（２）既往研究 
神田神保町の古書店および教育機関の分布に関する研
究には，古書店街が成熟し，かつ書店の住所が電話帳か
ら入手可能な 1968 年以降の古書店街の空間的特性を明
らかにした山崎ら 7）の研究，教育機関の設立時期である
明治初期における教育機関の立地特性を明らかにした土
方 8）の研究がある．このように，古書店および教育機関
の分布に着目することで神田神保町の空間・立地特性が
明らかになると考えるが，両者の分布の関係性に着目し
た研究は見当たらないほか，明治期から現在に至る 150
年間における分布の変遷に着目した研究も見当たらない． 
神田神保町の古書店および教育機関の発生や変遷に関
する研究には，古書店が誕生する以前の江戸時代から昭
和初期における時間軸の中で，時代背景や書籍関連業界
での出来事を照らし合わせながら説明した大内 9）の研究，
教育機関が創立した明治初期において，私立法律学校が
神田に集中した要因を明らかにした松原 10）の研究，古書
店が発生した明治期から現代における神田神保町の地域
史を幅広く辿った鹿島 11）の研究が存在する．しかし，神
田神保町の今日を語るうえで重要である明治期から現在
に至る 150年間の歴史を短時間で理解や共有するために
は，文面以外の表現方法を検討する余地があると考える． 
地域史表現に関する研究には，原宿のアパレル小売店
の変遷を平面分布図上に表現した伊藤 12）らの研究，千代
田区番町・麹町地区を対象に文人の居住位置と期間を
GIS上に展開し，時空間上に表現した坂元ら 13）の研究が
ある．坂元らが不完全な位置情報を扱っていないのに対
して田中 14）は，神田神保町の古書店に関する情報を整理
し，時間的存続と位置についても不完全なデータを除外
することなく GIS上に表現しており，歴史的変遷を容易
に読み解くことの可能性を示している． 
そこで本研究は，神田神保町の地域史において地理的
な変遷に着目し，対象とする年代の幅を 150年に拡充し
た田中の研究に，古書店街成立に影響したと考えられる
教育機関についても情報を追加する．表現手法には，あ
いまいさを含む不完全情報を除外することなく取り入れ
た時空間表現を用いることとし，表現の明瞭さを改善す
るほか，表現手法の妥当性を検証する． 
（３）研究方法 
 本研究では，研究対象とする神田神保町の範囲と古書
店・教育機関について定めた後，明治期から現代までの
神田神保町の教育機関に関する情報が得られる資料を収
集する．その資料をもとに教育機関名・種別，位置・時
間情報に着目して情報の抽出・データベース化を行う． 
整理したデータは，位置・時間情報の情報精度に応じ
て GIS上に展開できるよう変換・補完し，古書店データ
と共にそれらが一括して概観できるよう時空間上に表現
する． 
最後に，表現手法について検証を行い，表現から古書
店と教育機関の地理的実態とその関係性を考察する． 
 
２． 研究対象 
（１）対象地 
本研究が対象とする神田神保町の範囲は，鹿島の対象
領域 15）にならい，図 1に示した範囲とする．神田川，中
央線及び山手線，日本橋川を外縁としており，住民の生
活感覚に基づいた範囲である． 
（２）対象施設 
古書店は神田神保町に立地が始まった明治期から現代
まで，教育機関を始めとする他業種と関わりあいながら
存続してきた．神田神保町には古書店以外にも新刊書店， 
出版社，飲食店では喫茶，カレー，中華料理，その他に
も楽器店やスポーツ用品店が多く存在する．現在はなく 
 
 
なってしまったが映画館 16）や，本には欠かせない製本業
や印刷業 17）も多く存在した．そして明治期から現代まで
変わらないのは教育機関が多いということである． 
鹿島によれば，東京大学と東京外国語大学の前身であ
る蕃所調所が江戸城脇の広大な火除地の一角に誕生し，
これが古書店街の始まりとなった 18）．鹿島は著書の中で，
学生たちが外食等に使うための資金を捻出するために，
購入済みの学術書などを古書店に売却したことが古書店
の大量発生に繋がったと述べている 19）．明治 25 年の大
火の際には神田区内に多く住んでいた華族が他に移転し，
その跡地を学校が買い取り，競うように校舎を建てたこ
とから教科書，参考書需要が拡大した 20）．また大正 2年
の大火，大正 12 年の関東大震災の際には古書店だけで
なく学校もほとんどが全焼し，また印刷所の焼失で新刊
書の供給がすっかり途絶えてしまったため，学校の多く
が再出発のために図書館の本を古書店に発注した 21）．こ
れらのことから神田神保町が今日の古書店街の姿となる
には教育機関の存在が欠かせなかったことがわかる． 
学校の存在は明治末期から大正にかけての中国人留学
生の増加にも関係しており，このことは古本需要の増大
に加え中華料理店の誕生にも影響した 22）． 
今はその繁栄を見ることができない昭和期の神保町の
映画館も，トーキー映画の全盛期と神保町が交通の便の
良い都内最大の市電乗り換え場所であったことがあいま
って，古本屋歩きか映画館か，といった現在の下北沢の
ように賑わっていたことを鹿島は記している 23）．喫茶店
の需要が高まるのも必然であったと考えられる． 
本研究では上記の経緯を踏まえ，神田神保町地域の代
表的な業種である古書店に加え，その存在が古書店街成
立に大きく影響したと考えられる高等教育機関を研究対
象とする．ただし田中 14）は，『古書店の中には，店舗の
歴史の中で新刊，出版に手を広げるといった営業形態を
図1 対象範囲14） 
転換する店舗も存在するが，現在出版社や新刊書店でも
過去に古書を扱っていた店舗であれば古書店とみなす』
としており，本研究もこれにならう．高等教育機関に関
しては，幼稚園を除いた学校教育機関から，古書店街成
立に影響したと考えられる教育機関種別の選定を行った
上で変遷の表現に用いることとする． 
 
３． 教育機関情報のデータベース化 
（１）文献整理 
資料は，主に国立国会図書館，千代田区図書館，法政
大学図書館が所蔵する明治期から現代までに発行された
文献を収集対象とした．収集を行う資料には，教育機関
の情報が効率的に抽出できると判断した名簿や書籍の中
で，神田地区について記載があるものを選定した．選定・
収集した資料の内容を確認した後に，情報の詳細を補う
ことを目的として，対象範囲に存在したと特定できた大
学の大学史や，地図を収集した．以上より，データベー
ス化に用いる 133資料を選定した（表 1）． 
（２）情報の抽出と集約 
表 1の各資料から，変遷を表現するにあたって必要な
教育機関ごとの名称・種別・位置情報・時間情報を抽出
し，これを 1レコードとして扱う．その後，同一校ごと
にレコードを集約する．集約は，学校制度の改革の時期
を考慮し 56），明治から現代までを 8つの時期に区切り種
別ごとに行う（図 2）．また，集約は同一であると思われ
る教育機関ごとにまとめる（表 2）．本研究では，教育機
関名が同じであるか，教育機関名が異なっても前後年の
情報や書籍の文章により学校長が変わらないと判断でき
る場合は同一校としてまとめ，合計 846校に関するデー
タベースを作成した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教育機関名 種別 所在地 存在年 
東京法学校 
東京法学校 
東京法学校 
東京仏学校 
東京仏学校 
和仏法律学校 
（2 校が合併） 
専門学校 
専門学校 
専門学校 
錦町二丁目三番地 
神田区錦町 
小川町一番地 
神田区小川町一番地 
神田区小川町一番地 
富士見へ移転 
1882 
1883 
1884 
1886 
1887 
1889 
 
４． 変遷の可視化 
（１）教育機関種別の選定と集約 
神田神保町に存在した教育機関種別のうち，高等教育
機関が古書店街成立に影響したと考えられることから，
18 歳以上の学生が在学する教育機関種別を変遷の可視
化の対象として 196校を選定した（図 2）． 
前章で作成したデータベースは明治期から現代までを
8 つの時期に区切って集約を行っているため，教育機関
の変遷を追うためにはここでさらに同一校を集約する必
要がある．前章の集約方法に従い，変遷の表現に用いる
156校のデータを整理した． 
（２）表現方法 
 可視化する方法として，まず ArcMap（ESRI社）を用
いて各教育機関の位置情報を 1年ごとに平面図で表す．
そして AutoCAD Map 3D（AUTODESK社）を用いてその
平面図を 1年 1年積み重ね，位置情報を時間軸とともに
資料分類 資料名 レコード数
名簿 日本帝国文部省年報　第2 1874 明治7年 29
名簿 日本帝国文部省年報　第3 1875 明治8年 38
名簿 日本帝国文部省年報　第4 1876 明治9年 44
名簿 日本帝国文部省年報　第5 1877 明治10年 55
名簿 日本帝国文部省年報　第6 1878 明治11年 36
名簿 日本帝国文部省年報　第7 1879 明治12年 40
名簿 日本帝国文部省年報　第8 1880 明治13年 4
名簿 日本帝国文部省年報　第10 1882 明治15年 8
名簿 日本帝国文部省年報　第11 1883 明治16年 9
名簿 日本帝国文部省年報　第12 9
名簿 東京府学事年報　第12 62
名簿 東京府学事年報　第13 1885 明治18年 79
名簿 東京府学事年報　第18 1890 明治23年 0
名簿 東京府学事年報　第19 1
書籍 官私立学校案内　明治24年 65
名簿 東京府学事年報　第20 1892 明治25年 4
名簿 東京府学事年報　第22 1894 明治27年 5
名簿 東京府学事年報　第23 1895 明治28年 5
名簿 日本帝国文部省年報　第24 2
名簿 東京府学事年報　第24 5
名簿 東京府学事年報　第25 1897 明治30年 36
名簿 日本帝国文部省年報　第26 2
名簿 東京府学事年報　第26 37
名簿 日本帝国文部省年報　第27 2
名簿 東京府学事年報　第27 39
書籍 官私立諸学校就学案内　明治32年 33
名簿 日本帝国文部省年報　第28 2
名簿 東京府学事年報　第28 39
名簿 日本帝国文部省年報　第29 1
名簿 東京府学事年報　第29 43
名簿 日本帝国文部省年報　第30 13
名簿 東京府学事年報　第30 30
名簿 日本帝国文部省年報　第31 9
名簿 東京府学事年報　第31 21
名簿 日本帝国文部省年報　第32 11
名簿 東京府学事年報　第32 61
書籍 官公私立諸学校改正就学案内　明治37年 42
名簿 日本帝国文部省年報　第33 12
名簿 東京府学事年報　第33 67
名簿 日本帝国文部省年報　第34 13
名簿 東京府学事年報　第34 67
名簿 日本帝国文部省年報　第35 1907 明治40年 17
名簿 日本帝国文部省年報　第36 1908 明治41年 15
名簿 日本帝国文部省年報　第37 16
書籍 全国学校案内　明治42年 66
名簿 日本帝国文部省年報　第38 18
書籍 帝国学校名鑑　明治43年 46
名簿 日本帝国文部省年報　第39 18
書籍 最新全国学校案内　明治44年 31
名簿 日本帝国文部省年報　第40 19
書籍 男女全国遊学案内　明治45年 23
地図 地籍台帳・地籍地図[東京]第五巻地図編 49
書籍 全国学校名鑑　大正15年版 1926 大正15年 31
書籍 学生年鑑　昭和4年 1929 昭和4年 8
書籍 全国学校教育施設総覧　昭和8年 1933 昭和8年 34
地図 火災保険特殊図 1935 昭和10年 58
書籍 全国上級学校大観　昭和13年 1938 昭和13年 17
書籍 全国上級学校綜覧　昭和19年度 1944 昭和19年 12
名簿 全国学校総覧　昭和30年版 1955 昭和30年 70
地図 東京都全住宅案内図帳　千代田区南部　昭和32年版 1957 昭和32年 7
地図 東京都全住宅案内図帳　千代田区北部　昭和32年版 1957 昭和32年 57
名簿 全国学校総覧　昭和34-60年版 1959-1985 昭和34-60年
名簿 全国学校総覧　1986-2018年版（2000年版欠落） 1986-2018 昭和61-平成30年
大学史 共立女子学園の110年 1996 平成8年 4
大学史 法政大学1880-2000 2000 平成8年 4
大学史 専修大学125年 2005 平成17年 8
書籍 神田神保町書肆街考　世界的本の街の誕生から現在まで 2017 平成29年 33
大学史
HUBの歴史
＞http://www.ma.hub.hit-u.ac.jp/about/history/
2018 平成30年 10
大学史
大学の沿革
＞https://www.dendai.ac.jp/about/tdu/history/chronology.html
2018 平成30年 2
大学史
跡見学園の歩み
＞http://www.atomi.ac.jp/progress/history/001.html
2018 平成30年 2
大学史
沿革（詳細）
＞http://www.tmd.ac.jp/outline/idee/history/index.html
2018 平成30年 2
大学史
中央大学のあゆみ
＞http://www.chuo-u.ac.jp/aboutus/history/history_01/
2018 平成30年 3
大学史
年表
＞http://www.tdc.ac.jp/college/introduction/tabid/111/Default.aspx
2018 平成30年 3
大学史
日本大学の歴史
＞http://www.nihon-u.ac.jp/history/outline/
2018 平成30年 2
大学史
明治大学の歴史
＞https://www.meiji.ac.jp/koho/information/history/chronology.html
2018 平成30年 1
3711
1910 明治43年
1911 明治44年
1912 明治45年
1905 明治38年
1906 明治39年
1909 明治42年
1902 明治35年
1903 明治36年
1904 明治37年
1899 明治32年
1900 明治33年
1901 明治34年
1896 明治29年
1898 明治31年
年代
1884 明治17年
1891 明治24年
表2 同一の教育機関に関するデータ例（法政大学） 
表1 参照資料24）-55）と抽出したレコード数 
図2 各時期の学校系統におけるレコード集約数と 
変遷の表現に用いる教育機関種別 
（文部科学省：学校系統図56）をもとに作成） 
表現する．住所表記，時間情報は座標数値に変換し，教
育機関の位置を XY平面上に，時間軸を Z軸にとること
で立体的に表現する．これにより教育機関の存続を直線
で示すことができる（図 3）． 
 本研究では，データベースから各教育機関が一定の住
所に存在していた期間を定める．しかし，位置情報に関
しては番地まで特定できない不完全な表記の情報を含み，
地図のようにおおよその位置がわかるもの，名簿でも町
丁目までの記載など様々である．このように，そのまま
では GIS上に展開することができない情報を，除外する
ことなくシステムに取り入れるために情報を GIS上の座
標値に変換する．また，得られた時間情報が断片的で，
正確な期間を特定できない場合がある．このような場合
には，連続性を表現するために情報を補完する．GIS 上
での時間軸の変換については，1868（明治元）年を Z座
標値 0m，1年を 100mとし，データを作成する． 
 
（３）データの取り扱い 
データベースに含まれる不完全な位置情報の変換方法
を定め，変換による情報精度の差に応じて不完全情報を
分類した（表 3）．位置情報変換後，断片的な時間情報の
補完方法を定め，補完による情報精度の差に応じて補完
情報を分類した（表 4）．不完全情報を変換・補完したデ
ータベースは，9種類に分類される（表 5）． 
 
 
変換方法 分類 
番地まで特定できるため，変換しない． 確定（1） 
番地を特定できない期間があり，後年に番地を確定でき
るレコードが存在する（後年に存在しなければ前年に存在
する）場合，確定している番地を不確定な期間にも適用す
る． 
不完全 
（高精度） 
番地を特定できない期間があり，前後年にも番地を確定
できるレコードが存在しない場合，町丁目ごとに代表点を
設定し，その位置に存在したと定義する． 
不完全 
（低精度） 
 
 
補完方法 分類 
1 年ごとに同一校の位置情報がわかるため，補完しない． 確定 
存在が不明な期間があり，前後年に位置情報が変わらな
い同一校の存在が確認できる場合，不明な期間にも同様
の位置に存在したとする． 
不完全 
（高精度） 
存在が不明な期間があり，前後年に位置情報が異なる同
一校の存在が確認できる場合，不明な期間は後年の位
置に存在したとする． 
不完全 
（低精度） 
 
時間情報 
位置情報 
確定 不完全 
（高精度） 
不完全 
（低精度） 
確定 2097 205 41 
不完全（高精度） 646 484 203 
不完全（低精度） 193 78 30 
 位置情報が「不完全（低精度）」以外のデータに関して，
現住所表記から平面直角座標値への変換には，東京大学
空間情報科学研究センターが提供する「CSVアドレスマ
ッチングサービス」を利用する．最も高い精度で変換す
るための条件は，住所が番地までわかることである．ま
た，位置情報が「不完全（低精度）」のデータに関しては，
表 3に示した通り設定した代表点の住所を使用し，同様
に変換を行う．このように変換したデータと AutoCAD 
Map 3D 用に変換した時間情報を GIS システムに組み込
む．また，古書店情報には田中 14）が作成したデータベー
スを使用する． 
（４）復元図 
前節の作業によりどの年代でも古書店と教育機関の位
置は復元可能となる．ここでは，復元図の凡例と古書店
分布の特徴に変化があった年次における復元図を示す
（図 4-9）．また，ベースマップには，各年代に近い地図
を使用した（表 6）． 
 
 
復元図年代 使用地図 発行者 
1968-1902 東京実測全図 
明治 28 年(1895) 
東京市区改正委員会 
1903-1914 番地界入東京全図 
明治 44 年(1911) 
東京逓信管理局 
1915-1925 番地界入東京全図 
大正 8-11 年(1919-22) 
東京逓信管理局 
1926-1960 大東京市区画別地図 
昭和 5-7 年(1930-32) 
内山模型地図 
1961-2018 基盤地図情報基本項目 国土交通省国土地理院 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表3 不完全な位置情報の変換方法と精度分類 
表4 断片的な時間情報の補完方法と精度分類 
表5 位置・時間の情報精度によるレコード分類 
表6 復元図の年代と使用地図14） 
図5 1887年の古書店・教育機関分布 
図4 復元図（図5-9）凡例 
図3 表現方法の概念図 
  
（５）時空間表現 
AutoCAD Map 3Dにデータを組み込み，平面を 1年 1
年積み重ねた時空間上で変遷を表す．時空間表現は拡大・
縮小，移動・回転ができることを前提としており，変遷
を概観したのち着目したところをより詳しく見ることが
可能である（図 10）．  
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図10 古書店・教育機関分布時空間表現 
図6 1900年の古書店・教育機関分布 
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図8 1977年の古書店・教育機関分布 
図9 2017年の古書店・教育機関分布 
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５． 考察 
（１）表現手法の検証 
a） 古書店・教育機関の数量的変遷とデータの妥当性 
 
 
図 11 にデータベースに含まれる古書店と教育機関の
数の変化を示す．古書店は増減を繰り返しながら 1870年
の発生から 1947 年の 180 店舗をピークに増加し，一時
減少するも再び増加傾向にあり現在に至ることが分かる．
一時的に急激に増加している年次は，古書店配置図また
は古書店名簿が存在するためである．古書店数の変化の
要因として考えられる出来事を照らし合わせると，①
1895～1923 年に来日した大量の中国人留学生が古書需
要を拡大させたこと 57），②1892，1913年の神田の大火 57）
58），1923 年の関東大震災 59）で古書店街が甚大な被害を
受けたこと，③1945年の太平洋戦争における東京大空襲
を受けるも 1946～1949 年に露店古本屋が次々に誕生し
たこと 60），④1980 年代ごろ到来したサブカルチャーブ
ームによる客層の変化，1996年に開始されたブロードバ
ンドによる営業形態の転換などの影響 14）があったこと
より，得られたデータは古書店数の動向においておおよ
その事実を反映していると考えられるが，資料不足の年
次における変化には注意が必要である． 
また，教育機関は 1868～1891 年まで，1879 年をピー
クに増加した後減少している．この時期は近代教育発足
期であり学校制度が確立しておらず，教育機関数も不安
定であったと考える．1892～1938 年は緩やかに増加し，
その後も 1968 年の 56 校をピークに増加傾向である．
1955年の急激な増加は，戦後の現代教育が整備され学校
制度が安定したこと，参照資料の体裁が整ったことが理
由として考えられる．その後，現代にかけて緩やかに減
少傾向が見られるが，これは郊外移転や少子高齢化に伴
う教育機関需要の減少が考えられる．以上より，得られ
たデータは教育機関数の動向において事実に近い数字を
反映していると考えられるが，1955年以前に存在する資
料が整っていない期間の変化には注意が必要である． 
b） 教育機関情報における不完全情報の扱いと情報精度 
図 12 に教育機関情報を情報精度別に色分けした時空
間表現を示す．資料が欠落している 2000 年を除くと，
1979年以降は「確定」データである．1978年以前は「不
完全」データが存在するが，特に 1913 年以前，1928，
1958年頃に位置情報「不完全（低精度）」データが，1898
～1958 年頃の間に時間情報「不完全（低精度）」データ
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図11 古書店・教育機関総数の変化 
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が存在するため，この期間において番地レベルのスケー
ルで分析を行う際には注意する必要がある． 
（２）古書店・教育機関分布の変遷 
a） 教育機関分布の変遷 
 
 
教育機関分布の時空間表現（図 13）から読み取れる特
徴を整理すると，①大学は存続期間が長く，1868～1930
年は創立・移転が目立ち，1935～1957年はキャンパス増
設が，1958～2014年は郊外移転・大学新設が見られるこ
と，②各種学校は存続期間が長く，広範囲に分布するこ
と，③中学校は存在期間が短く，広範囲に分布すること，
④その他の種別は大学に付随する施設として大学と同所
在地に存在する場合が多いことが明らかになった． 
b） 古書店・教育機関分布の関係性 
古書店分布の特徴に変化があった時期における教育機
関分布を同時に確認し，時代背景や経済活動に着目する
ことで，両者の分布の関係性を考察する．古書店分布の
変遷については，田中 14）の研究で指摘された内容を引用
している． 
図 5より，すずらん通りの古書店街発生期には，官立
学校や私立法律学校といった後の大学の前身となる教育
機関の蝟集が見られる．ここで，古書店は官立学校に通
う学生が小遣い捻出のため本を売却する便宜をはかった
ことをきっかけに発生したこと 19），開校当初の私立法律
学校の教員は官吏や東京大学・司法省学校との掛け持ち
であると同時に，互いに非常勤講師を融通しあっていた
こと 61）が指摘されている．当時の移動は徒歩（乗り物は
人力車のみ）61）であったことを踏まえると，学者や学生
を相手とした古書店は通勤・通学路や少なくとも大学か
ら徒歩圏内の立地を理想としたのではないかと考える． 
図 6，7より，古書店は東西の軸上への展開から，神保
町交差点に集中するようになるが，この変化には神田小
川町に存在する 2校の教育機関の移転が影響していると
考える．さらに，古書店は白山通りや錦町にも展開する
ようになるが，神田三崎町や神田錦町に立地する教育機
関の影響があると考える．また，明治 30年代後半から大
正初年にかけて市街電車が敷設 62）されたことによる人
の流れの変化も大きく影響したと考える． 
図 8より，教育機関は各種学校が出現し，広域的に分
布していることがわかる．この頃，古書店も東西の軸上
に広域的に分布しているが，各種学校出現以前からこの
傾向は見られるため，教育機関の影響は考えにくい．ま
た，古書店は大通りに面していないところに出現するよ
うになるが，これはサブカルチャーブームの影響による
客層の変化が大きく起因していると考える． 
図 9より，古書店は大通りに面していないところでの
増加が見られるが，この頃はブロードバンドによるイン
ターネット通信サービスが開始され，古書店がネットに
よる通信販売を始めるようになったことが関係している
と考える．教育機関は 2校の大学が郊外へと移転してい
るが，若者の活字離れ 63）も指摘されており，かつて学生
相手の古書店として発展してきた古書店街と教育機関と
の関係性は希薄化していると考える． 
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図13 教育機関分布時空間表現 
６． まとめ 
（１）結論 
本研究は，神田神保町を対象に古書店および教育機関
の位置，創業および創立年に関する不完全情報をデータ
から除外することなく地域史を表現し，古書店および教
育機関の配置の変遷とその関係性を明らかにした．結論
は以下の 2点である． 
・歴史的な情報には不完全情報が多く存在するが，前後
の情報を手掛かりに処理し，妥当なデータとして表現す
ることで，神田神保町の地理的実態の全容を把握した． 
・神田神保町における古書店と教育機関は，古書店街発
生から 1970 年代以前で分布の関係性が見られるが，そ
の後は客層の変化や営業形態の転換により，その関係性
が希薄化したことを明らかにした． 
（２）今後の課題 
本研究では，古書店および教育機関を対象として扱っ
た．しかし，神保町近傍では他にも新刊書店・出版社な
どの書籍関連業種，飲食店・楽器店・スポーツ用品店な
どの他業種の存在が古書店街成立に影響したことが指摘
されている．これらについても情報を追加することで，
より多くの業種間の関係を見ることを可能とし，地域史
理解を進める． 
 
補注 
(1) 本来であれば番地より詳細な住居番号である「号」まで特
定すべきであるが，対象範囲には住居表示未実施地区が
多く含まれること，また本研究で表現するスケールをふ
まえ，番地レベルでの表現がふさわしいと判断した． 
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